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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究は遅れている。測定器のデザインは計画通り行えたが、部品調達が 1 年近く遅れた。その後測

定器の建設は順調に進んでいるが、完成しても 2013 年のＬＨＣの運転計画変更によってシャットダウ

ンが一年延期されたことにより、成果を出せるタイミングでＡＬＩＣＥに測定器を組み込むことは不可

能である。 
期待された成果を出しつつあるが、本研究の成果を研究期間中に挙げる可能性は少ないであろう。 
大きな計画は遅れることがしばしばあり、ＬＨＣも遅れている。本研究が遅れているのは部品を発注

した業者の選び方に大きな原因があると考えられるが、地震災害の影響もあるので、今後の研究の進展

に期待する。 


